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ニュース　全日本なぎなた選手権大会

▽
準
決
勝
②

　

佐
藤
あ
き
子　
　

判
―　
　

服
部
ゆ
か
り

　

平
成
18
年
に
優
勝
経
験
の
あ
る
ベ
テ
ラ

ン
の
佐
藤
あ
き
子
と
服
部
ゆ
か
り
の
顔
合

わ
せ
。
両
者
、
序
盤
か
ら
攻
撃
の
機
会
を

う
か
が
い
な
が
ら
技
を
繰
り
出
す
も
一
本

に
な
ら
な
い
。

　

中
盤
に
な
る
と
佐
藤
が
積
極
的
に
前
に

出
始
め
、
技
を
繰
り
出
す
。
服
部
は
こ
れ

を
な
ん
と
か
躱か
わ

し
佐
藤
の
隙
を
狙
う
。
し

か
し
、
試
合
は
そ
の
ま
ま
終
了
と
な
り
、

判
定
へ
。
旗
は
赤
に
２
本
、
白
に
１
本
上

が
り
佐
藤
が
勝
利
し
、
14
年
ぶ
り
の
優
勝

に
王
手
を
か
け
た
。

▽
３
位
決
定
戦

　

林
田
葉
純　
　

ス
―　
　

服
部
ゆ
か
り

　

林
田
は
序
盤
か
ら
足
を
動
か
し
て
鋭
く

技
を
打
ち
込
む
。
対
す
る
服
部
も
隙
を
見

て
技
を
仕
掛
け
よ
う
と
す
る
が
、
林
田
の

守
り
が
固
く
上う

手ま

く
攻
め
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
。
開
始
か
ら
２
分
30
秒
、
林
田
が

遠
間
か
ら
一
気
に
メ
ン
に
飛
び
込
む
も
の

の
一
本
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
終
盤
の
４

分
30
秒
過
ぎ
、
再
び
林
田
が
動
く
。
遠
間

か
ら
瞬
時
に
ス
ネ
を
打
ち
込
み
一
本
。
残

り
30
秒
も
林
田
が
攻
撃
を
捌
き
き
り
、
試

合
終
了
の
合
図
。
林
田
が
３
位
入
賞
を
決

め
た
。

時
間
内
に
勝
敗
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
判

定
で
勝
者
を
決
し
た
（
決
勝
は
３
分
の
延

長
あ
り
）。
準
決
勝
に
は
、
３
連
覇
中
の

林
田
智
笑
（
大
阪
）、
林
田
葉
純
（
同
）、

服は
っ

部と
り

ゆ
か
り
（
茨
城
）、佐
藤
あ
き
子
（
熊

本
）
の
４
名
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

▽
準
決
勝
①

　

林
田
智
笑　
　

メ
―　
　

林
田
葉
純

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
注
目
の
姉
妹
対
決

　

皇
后
盃
第
66
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
な
ぎ
な
た
連

盟
）
は
、
昨
年
12
月
５
日
、
兵
庫
県
立
武

道
館（
兵
庫
県
姫
路
市
）で
開
催
さ
れ
た
。

一
昨
年
の
前
回
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
中
止
と
な
り
、
今
回
は
無
観
客
と
な

っ
た
も
の
の
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
。
大
会
に
は
全
国
各
地
か
ら
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
50
名
の
選
手
が
集
い
、
日
本
一

の
座
を
競
っ
た
。

　

決
勝
は
第
64
回
大
会
ま
で
３
年
連
続
優

勝
の
林は
や

田し
だ

智ち

笑え
み

（
大
阪
）
と
佐
藤
あ
き
子

（
熊
本
）
の
対
決
と
な
っ
た
。
試
合
は
林

田
が
コ
テ
を
２
本
決
め
て
勝
利
し
、
大
会

初
と
な
る
４
連
覇
を
達
成
。
３
位
に
は
優

勝
し
た
林
田
の
姉
、
林
田
葉は

純す
み

（
大
阪
）

が
入
り
、
大
会
初
の
姉
妹
同
時
入
賞
を
果

た
し
た
。

♢

　

開
会
式
で
は
佐
藤
浩こ
う

市い
ち

全
日
本
な
ぎ
な

た
連
盟
会
長
が
挨
拶
し
た
後
、
武た
け

田だ

政ま
さ

義よ
し

兵
庫
県
な
ぎ
な
た
連
盟
会
長
が
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
た
。
中
村
ゆ
り
子
審
判
長
が
競

技
上
の
注
意
を
説
明
し
、
続
い
て
前
々
回

優
勝
の
林
田
智
笑
が
選
手
宣
誓
を
行
っ

た
。

　

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
わ

れ
、
試
合
時
間
は
５
分
間
の
３
本
勝
負
。

と
な
っ
た
。
常
に
稽
古
を
共
に
し
て
い
る

両
者
は
互
い
に
手
の
内
を
知
っ
て
い
る
た

め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
技
を
打

ち
、
捌さ
ば

き
合
う
。
試
合
開
始
か
ら
１
分
過

ぎ
、
智
笑
が
葉
純
よ
り
１
歩
早
く
飛
び
込

ん
で
メ
ン
を
奪
う
。
葉
純
も
負
け
じ
と
技

を
繰
り
出
す
が
智
笑
は
こ
れ
を
許
さ
な
い

ま
ま
試
合
終
了
。
智
笑
が
姉
を
制
し
て
決

勝
へ
進
ん
だ
。

３位決定戦＝林田葉純（右）がスネを決める３位決定戦＝林田葉純（右）がスネを決める

準決勝①＝林田智笑（右）がメンで姉・葉純に競り勝つ準決勝①＝林田智笑（右）がメンで姉・葉純に競り勝つ準決勝②＝佐藤（左）が低い姿勢からスネを攻める準決勝②＝佐藤（左）が低い姿勢からスネを攻める

決勝＝林田智笑（左）が１本目のコテを決める決勝＝林田智笑（左）が１本目のコテを決める

皇后盃第 66回全日本なぎなた選手権大会

林田智笑林田智笑（
大
阪
）

（
大
阪
）
が初の４連覇が初の４連覇

林田姉妹が大会初の同時入賞　林田姉妹が大会初の同時入賞　



232232233233 月刊「武道」　2022．1月刊「武道」　2022．1 2022．1　月刊「武道」2022．1　月刊「武道」
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○
準
優
勝
＝
佐
藤
あ
き
子
（
熊
本
）

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

試
合
形
式
の
練
習
を

ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
に

ぶ
っ
つ
け
本
番
で
大

会
に
出
場
し
ま
し

た
。
な
ぎ
な
た
歴
35
年
以
上
の
経
験
を
出

そ
う
と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に
挑
み
ま
し

た
。
大
会
ま
で
の
練
習
は
両
親
に
作
っ
て

も
ら
っ
た
道
場
小
屋
で
打
ち
込
み
を
２
年

間
行
い
、
大
会
直
前
に
は
１
人
の
み
と
対

人
練
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
今
回

の
結
果
を
受
け
止
め
、
日
々
の
稽
古
を
積

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
３
位
＝
林
田
葉
純
（
大
阪
）

「
２
年
前
に
足
の
靭じ
ん

帯た
い

を
切
っ
て
手
術
を

し
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ

の
影
響
か
ら
満
足
に

練
習
の
で
き
な
い
状

態
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
や
っ

て
３
位
と
い
う
結
果
に
繋つ
な

が
り
、
と
て
も

嬉う
れ

し
い
で
す
。
大
会
前
に
は
大
阪
に
い
る

先
生
方
の
指
導
で
練
習
し
ま
し
た
。
次
は

優
勝
を
目
指
し
、
周
囲
の
力
を
借
り
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

皇后盃　第66回全日本なぎなた選手権大会

道端　琴美（千葉）四段

服部ゆかり（茨城）五段

疋田かんな（栃木）四段

近村奈緒子（青森）四段

藤岡　葉月（石川）四段

山根　園子（広島）錬士

北出めぐみ（京都）五段

山井沙智子（神奈川）四段

清水真由美（兵庫）錬士

林　香予子（愛知）五段

玉那覇梨奈（沖縄）四段

和田うらら（東京）五段

大西　真子（山形）五段

橋本　美江（高知）錬士

佐藤あき子（熊本）錬士

佐野　志保（大阪）錬士

中島　沙織（東京）五段

 大倉　直子（奈良）錬士

髙橋菜津美（秋田）四段

窪田　恵望（佐賀）五段

鳥飼　明子（鳥取）錬士

山田　侑子（宮崎）四段

仕入　愛梨（福井）四段

上田　　優（愛媛）四段

岡本　浩子（埼玉）四段

五段（大阪）林田　智笑

錬士（千葉）大谷嘉奈子

五段（滋賀）北村由美子

四段（福岡）増田　佳代

四段（富山）金田　玉江

五段（岐阜）藤井　香代

四段（鹿児島）上牧　真美

五段（和歌山）山内　　綾

四段（大分）首藤　愛実

錬士（岩手）西村　美香

四段（神奈川）久保美菜代

五段（兵庫）浅沼　友貴

錬士（群馬）小倉　洋子

錬士（静岡）渥美久二子

教士（東京）吉井　和代

五段（三重）杉野　　圭

五段（福島）武藤小夜子

四段（新潟）七森　好江

四段（香川）氏家　京香

五段（長野）戸田　千惠

五段（島根）安喰　　愛

四段（大阪）林田　葉純

五段（岡山）水田　孝子

五段（宮城）櫻田　祐子

五段（埼玉）髙瀬　　怜

称号・段位　選出　　　 氏　名 氏　名  　　　選出　称号・段位

優
勝
・
林
田
智
笑

準
優
勝
・
佐
藤
あ
き
子

林田葉純

３位決定戦
林田葉純

服部ゆかり

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

一本勝

一本勝

※　◯囲みは先取した有効打突

メ

メ

コ

メ コ
メ

一本勝

一本勝

メ

メ 一本勝メ

一本勝メ

一本勝ス

メ

メ ス

ス メ

判

判

コ コ

ス

一本勝メ

一本勝メ

一本勝メ

スス

スメ

メメ

メス

スコ

ココ

ココ

一本勝メ

一本勝反

一本勝ス

一本勝メ

一本勝メ

○
決
勝　

林
田
智
笑　

コ
コ
―　
　

佐
藤
あ
き
子

　

決
勝
は
新
旧
女
王
の
対
決
と
な
っ
た
。
林
田
は
序
盤
か
ら
積
極
的
に
メ
ン
に
飛
び
込

む
。
対
す
る
佐
藤
は
そ
の
動
き
を
読
み
、
攻
撃
を
潜
っ
て
躱
し
つ
つ
ス
ネ
を
攻
め
る
。

試
合
開
始
１
分
過
ぎ
、
林
田
が
仕
掛
け
る
。
遠
間
に
引
い
た
と
こ
ろ
か
ら
一
気
に
な
ぎ

な
た
を
伸
ば
し
て
コ
テ
を
打
ち
こ
む
。
こ
れ
に
赤
旗
が
３
本
上
が
り
、
林
田
が
先
取
。

佐
藤
は
息
を
切
ら
し
な
が
ら
も
相
手
の
動
き
を
見
な
が
ら
果
敢
に
ス
ネ
を
打
ち
込
む
。

し
か
し
、
林
田
は
佐
藤
か
ら
の
攻
撃
を
冷
静
に
捌
き
つ
つ
、
鋭
い
メ
ン
・
ス
ネ
を
仕
掛

け
る
。

　

そ
し
て
試
合
開
始
か
ら
４
分
過
ぎ
、
林
田
が
再
び
遠
間
か
ら
素
早
い
コ
テ
を
放
ち
、

一
本
を
決
め
試
合
終
了
。
見
事
林
田
が
大
会
初
の
４
連
覇
を
達
成
し
た
。

決勝＝林田（右）が鋭いメンで攻める決勝＝林田（右）が鋭いメンで攻める

　
◎
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
◎
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

優勝優勝
林田智笑（大阪）林田智笑（大阪）

「
練
習
が
不
十
分
な
状
態
で
出
場
し
た

の
で
、
自
分
の
中
で
連
覇
は
あ
ま
り
頭

に
な
く
新
た
な
気
持
ち
で
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。
試
合
中
は
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
精
い
っ
ぱ
い
コ
ー
ト
の
上
で
出
そ

う
と
い
う
気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
。

（
準
決
勝
で
姉
・
葉
純
と
対
決
す
る
際

の
心
境
は
）
自
分
が
勝
ち
上
が
れ
ば
姉

も
勝
ち
上
が
る
と
思
っ
て
お
り
、『
や

っ
ぱ
り
な
』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
お

互
い
よ
く
知
っ
て
い
る
相
手
な
の
で

『
勝
負
す
る
な
ら
こ
こ
！
』
と
い
う
場

面
を
決
め
て
コ
ー
ト
に
入
り
ま
し
た
。

　

決
勝
の
佐
藤
選
手
は
技
が
速
い
の

で
、
相
手
の
間
合
い
に
入
っ
て
し
ま
う

と
す
ぐ
に
一
本
取
ら
れ
て
し
ま
う
と
思

い
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
間
合
い
か
ら

攻
め
る
こ
と
と
最
後
ま
で
打
ち
切
る
こ

と
を
意
識
し
て
挑
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
練
習
不
足
で
八
相
の

技
を
使
っ
て
攻
め
る
こ
と
が
あ
ま
り
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
試
合
展
開

や
技
を
も
っ
と
使
え
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
高
校
で
な
ぎ
な

た
部
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
生

徒
を
全
国
大
会
に
出
場
さ
せ
る
こ
と
が

今
後
の
目
標
で
す
」

　
入
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
入
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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▽
決
勝

　

増
田
道
仁　
　

メ
―　
　

山
下
大
輝

　

山
下
は
試
合
開
始
か
ら
積
極
的
に
前
に

出
て
メ
ン
で
攻
め
込
む
。
試
合
開
始
か
ら

50
秒
過
ぎ
、
い
き
な
り
試
合
が
動
く
。
遠

間
か
ら
両
者
ほ
ぼ
同
時
に
メ
ン
に
飛
び
込

む
。
判
定
は
赤
旗
が
３
本
上
が
り
、
増
田

の
有
効
打
突
に
。
山
下
も
一
本
を
取
り
返

そ
う
と
メ
ン
や
ス
ネ
を
放
つ
も
増
田
が
こ

れ
を
許
さ
な
い
。
そ
の
ま
ま
試
合
時
間
終

了
の
合
図
が
鳴
り
、
増
田
が
前
人
未
到
の

３
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
増
田
道
仁
（
兵
庫
）

「
今
回
は
地
元
開
催

と
い
う
こ
と
で
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
人

か
ら
声
を
か
け
て
も

ら
い
、
そ
れ
が
力
に
な
り
ま
し
た
。
結
果

は
非
常
に
嬉
し
い
で
す
が
、
内
容
は
反
省

す
る
部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
実
戦
が

長
い
間
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
試
合
の
感

や
技
術
な
ど
を
今
大
会
で
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
試
合
に
勝
つ
こ
と
だ
け
で
な
く

武
道
と
し
て
の
な
ぎ
な
た
を
研
究
し
て
い

き
た
い
で
す
」

　

第
21
回
全
日
本
男
子
な
ぎ
な
た
選
手
権

大
会
が
、
昨
年
12
月
４
日
、
兵
庫
県
立
武

道
館
で
無
観
客
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
大

会
に
は
各
都
道
府
県
や
大
学
か
ら
男
子
選

手
49
名
が
出
場
し
、
覇
を
競
っ
た
。

　

決
勝
は
、３
連
覇
を
狙
う
増ま
す

田だ

道ま
さ

仁と
（
兵

庫
）
と
本
大
会
３
度
目
の
出
場
と
な
る
山や
ま

下し
た

大だ
い

輝き

（
奈
良
）
の
対
戦
と
な
っ
た
。

試
合
は
増
田
が
メ
ン
を
決
め
て
一
本
勝
ち

し
、
優
勝
し
た
。
３
位
は
増
田
の
父
、
増

田
良よ
し

明あ
き

（
兵
庫
）
で
前
々
回
大
会
同
様
、

親
子
で
入
賞
を
果
た
し
た
。

♢

　

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ
、

試
合
時
間
４
分
間
の
３
本
勝
負
。
時
間
内

に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
判
定
と
し
た

（
決
勝
の
み
２
分
の
延
長
あ
り
）。

　

準
決
勝
に
は
、
３
大
会
連
続
通
算
４
回

目
の
優
勝
を
目
指
す
増
田
道
仁
、
山
下
大

輝
、
増
田
良
明
と
榊
さ
か
き

原ば
ら

悠ゆ
う

太た

（
国
際
武
道

大
学
）
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

▽
準
決
勝
①

　

増
田
道
仁　
　

ス
―　
　

榊
原
悠
太

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
安
定
し
た
強
さ
を

見
せ
る
増
田
と
鋭
い
技
を
決
め
て
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
榊
原
の
対
戦
。
先
に
攻
め
た

の
は
増
田
。
増
田
が
距
離
を
詰
め
て
メ
ン

に
入
ろ
う
と
し
、
榊
原
は
こ
れ
を
防
ご
う

と
す
る
。
そ
の
時
、
増
田
は
一
瞬
空
い
た

榊
原
の
ス
ネ
を
打
ち
込
み
、
一
本
を
先

取
。
そ
の
後
、
有
効
打
突
が
な
い
ま
ま
試

合
終
了
と
な
り
、
増
田
が
一
本
勝
ち
で
３

連
覇
に
王
手
を
か
け
た
。

▽
準
決
勝
②

　

山
下
大
輝　
　

判
―　
　

増
田
良
明

　

こ
こ
ま
で
試
合
時
間
内
に
有
効
打
突
を

決
め
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
山
下
と
前
々

回
準
優
勝
の
実
績
を
持
つ
増
田
の
顔
合
わ

せ
。
序
盤
か
ら
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
る

山
下
と
冷
静
に
相
手
の
動
き
を
読
ん
で
攻

め
る
増
田
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
制
限
時

間
内
に
有
効
打
突
を
奪
え
ず
、
勝
敗
は
旗

判
定
へ
。
旗
は
攻
め
続
け
る
姿
勢
を
見
せ

た
山
下
に
３
本
上
が
り
、
初
の
決
勝
へ
駒

を
進
め
た
。

▽
３
位
決
定
戦

　

増
田
良
明　

メ
メ
―　
　

榊
原
悠
太

　

ベ
テ
ラ
ン
の
増
田
は
序
盤
か
ら
足
を
使

っ
て
攻
め
る
。
試
合
開
始
か
ら
１
分
20

秒
、
増
田
が
勢
い
よ
く
メ
ン
を
打
っ
て
一

本
。
そ
の
後
も
増
田
の
ペ
ー
ス
が
続
き
、

開
始
３
分
過
ぎ
、
両
者
と
も
中
段
の
構
え

か
ら
一
気
に
メ
ン
に
飛
び
込
む
も
、
判
定

は
増
田
に
旗
が
３
本
上
が
っ
て
、
３
位
入

賞
を
果
た
し
た
。

○
準
優
勝
＝
山
下
大
輝
（
奈
良
）

「
３
回
目
の
出
場
で

悔
し
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
嬉
し
い
気

持
ち
で
す
。
１
、
２

回
目
の
出
場
の
際
に

は
増
田
親
子
に
序
盤
で
負
け
て
い
た
の

で
、
今
回
準
決
勝
で
良
明
さ
ん
を
降く
だ

す
こ

と
が
で
き
た
の
は
実
り
の
あ
る
試
合
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
道
仁
さ
ん
を
降
す
こ
と
を
目
標

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
３
位
＝
増
田
良
明
（
兵
庫
）

「
今
は
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
地
元
開
催

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

で
、
２
週
間
前
か
ら

食
事
も
進
ま
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
週
間
前
に
は
足
の

肉
離
れ
を
起
こ
し
て
、
２
日
前
ま
で
歩
け

な
い
状
態
で
し
た
。
初
戦
は
足
の
痛
み
で

苦
し
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
意
識
を
変

え
て
挑
み
ま
し
た
。

　

私
は
試
合
で
緊
張
し
て
し
ま
う
方
で
す

が
、
で
き
る
限
り
平
常
心
で
挑
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
そ
れ
を
目
標

に
頑
張
り
ま
す
」

決勝＝増田（右）がメンを決めて一本勝決勝＝増田（右）がメンを決めて一本勝

準決勝①＝増田道仁（右）がスネを決める準決勝①＝増田道仁（右）がスネを決める３位決定戦＝増田良明（右）が１本目のメンを決める３位決定戦＝増田良明（右）が１本目のメンを決める

　
◎
入
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
◎
入
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第 21回全日本男子なぎなた選手権大会

増田道仁増田道仁（
兵
庫
）

（
兵
庫
）が３連覇達成が３連覇達成
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ニュース　全日本相撲選手権大会

　

第
70
回
天
皇
杯
全
日
本
相
撲
選
手
権
大

会
（
主
催
＝
日
本
相
撲
連
盟
）
は
２
０
２

１
年
12
月
５
日
、国
技
館
（
東
京
・
両
国
）

で
開
催
さ
れ
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
日
本

一
を
決
め
る
本
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か

ら
124
名
（
４
名
欠
場
を
含
む
）
が
参
加
し

た
。

　

決
勝
で
19
年
の
学
生
横
綱
の
中な
か

村む
ら

泰だ
い

輝き

参
段
（
日
体
大
３
年
）
が
神か
ん

㟢ざ
き

大た
い

河が

参
段

（
近
大
４
年
）を
寄
り
切
っ
て
初
優
勝
し
、

ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
に
輝
い
た
。
前
回
優
勝

の
花は
な

田だ

秀ひ
で

虎と
ら

参
段
（
日
体
大
２
年
）
に
続

き
、
日
体
大
勢
が
２
年
連
続
で
大
会
を
制

し
た
。
３
位
に
は
ボ
ル
ド
バ
ー
ト
ル 

オ

ド
フ
ー
参
段
（
東
洋
大
２
年
）
と
、
前
回

に
続
き
松ま
つ

園ぞ
の

大た
い

成せ
い

四
段
（
日
体
大
職
）
が

入
っ
た
。

　

試
合
は
選
手
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
予

選
を
実
施
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
４
名
を
選

出
し
、
勝
ち
残
っ
た
優
秀
16
選
手
で
抽
選

を
行
い
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
組
み
合
わ

せ
を
決
め
た
。

◇

　

会
場
の
国
技
館
に
は
午
前
８
時
の
開
場

を
前
に
観
客
の
長
い
列
が
で
き
、
報
道
陣

が
例
年
以
上
に
詰
め
か
け
た
。
優
秀
16
選

手
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
生
中
継
さ
れ
た
。

第 70回天皇杯全日本相撲選手権大会

■
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
準
々
決
勝
）

▽
オ
ド
フ
ー　

○
押
し
出
し　

山
口
怜
央

　

予
選
か
ら
徐
々
に
調
子
を
あ
げ
た
オ
ド

フ
ー
は
前
回
大
会
２
位
の
山
口
（
正
光

会
）
を
押
し
出
し
で
退
け
、
準
決
勝
に
駒

を
進
め
た
。

▽
中
村
泰
輝　

○
上
手
投
げ　

落
合
哲
也

　

19
年
の
学
生
横
綱
の
中
村
と
21
年
の
高

校
生
横
綱
の
落
合
（
鳥
取
城
北
高
）
が
対

戦
。
落
合
が
中
村
の
右
差
し
を
巻
き
返
し

て
も
ろ
差
し
の
形
を
作
る
。
不
利
な
体
勢

と
な
っ
た
中
村
だ
っ
た
が
落
ち
着
い
て
回

り
込
み
、
上
手
投
げ
で
勝
利
を
収
め
た
。

▽
神
㟢
大
河　

○
押
し
出
し　

花
田
秀
虎

　

花
田
（
日
体
大
）
は
立
ち
合
い
直
後
に

間
合
い
を
詰
め
る
。
神
㟢
は
前
に
出
て
き

た
花
田
を
叩は
た

き
込
む
が
花
田
は
崩
れ
な

い
。
花
田
が
右
を
差
し
て
肩
透
か
し
を
狙

う
も
神
㟢
が
し
っ
か
り
対
応
し
、
一
気
に

花
田
を
押
し
出
し
て
準
決
勝
へ
。

▽
松
園
大
成　

○
突
き
倒
し　

嘉
陽
快
宗

　

社
会
人
１
年
目
の
松
園
と
大
学
４
年
の

嘉
陽
の
日
体
大
先
輩
後
輩
が
対
戦
。
稽
古

で
互
い
の
手
の
内
を
知
り
尽
く
し
て
い
る

２
人
。
懐
に
潜
り
、
も
ろ
差
し
を
狙
う
嘉

陽
に
対
し
、
松
園
は
う
ま
く
い
な
し
て
嘉

陽
の
横
に
付
き
、
突
き
倒
し
で
勝
利
し
、

準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

準々決勝③
神㟢大河（左）○押し出し　花田秀虎

神㟢は全国大学選抜選手権でのリベンジを果たし準決勝へ

準々決勝④
松園大成（左）○突き倒し　嘉陽快宗

日体大の先輩後輩対決は先輩の松園に軍配

準々決勝①
オドフー（右）○押し出し　山口怜央

オドフーは山口を下して初の準決勝進出を果たす

準々決勝②
中村泰輝（上）○上手投げ　落合哲也

中村は落ち着いて狙い澄ました上手投げで勝利する

中村泰輝が初のアマ横綱中村泰輝が初のアマ横綱
（日本体育大３年）

決勝は中村泰輝（右）が神㟢大河を寄り切りで下し、初優勝を決めた決勝は中村泰輝（右）が神㟢大河を寄り切りで下し、初優勝を決めた
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ニュース　全日本相撲選手権大会

準決勝①

準決勝②

中村泰輝（左）　中村泰輝（左）　●突き出し　オドフー突き出し　オドフー

神㟢大河（右）　神㟢大河（右）　●突き出し　松園大成突き出し　松園大成

決勝
中村泰輝（右）　中村泰輝（右）　●寄り切り　神㟢大河寄り切り　神㟢大河

　大学生同士の対決。鋭い立ち合い　大学生同士の対決。鋭い立ち合い
を見せたのは神㟢。神㟢のつっぱりを見せたのは神㟢。神㟢のつっぱり
で中村の体が一瞬のけ反る。しかしで中村の体が一瞬のけ反る。しかし
中村はうまく対応し、右を差して一中村はうまく対応し、右を差して一
気に寄り切った。勝負が決まった瞬気に寄り切った。勝負が決まった瞬
間、中村は思わず顔を覆った。間、中村は思わず顔を覆った。

　大学３年の同学年対決。中村が立　大学３年の同学年対決。中村が立
ち合いで体ごとぶつかると、オドフち合いで体ごとぶつかると、オドフ
ーはこれをまともに受けて土俵際まーはこれをまともに受けて土俵際ま
で一気に押し込まれ、そのまま中村で一気に押し込まれ、そのまま中村
は突き出して決勝に進出。は突き出して決勝に進出。

　神㟢は立ち合いから激しいつっぱ　神㟢は立ち合いから激しいつっぱ
りで松園を攻める。松園は土俵際、りで松園を攻める。松園は土俵際、
おっつけで反撃の機会をうかがう。おっつけで反撃の機会をうかがう。
神㟢は休まず攻め続け、松園を突き神㟢は休まず攻め続け、松園を突き
出しで破り、決勝進出を決めた。出しで破り、決勝進出を決めた。

オ ド フ ー　（東　　洋　　大）

一ノ瀬康平　（福岡魁聖高校教員）

山口　怜央　（正　　光　　会）

梅木竜次郎　（近　　畿　　大）

榎波　将史　（日 本 大 職 員）

中村　泰輝　（日 本 体 育 大）

谷岡倖志郎　（近 畿 大 職 員）

落合　哲也　（鳥取城北高校）

草野　直哉　（日　　本　　大）

神﨑　大河　（近　　畿　　大）

花田　秀虎　（日 本 体 育 大）

竹内　宏晟　（竹　内　餅　店）

鈴木　涼汰　（金足農業高校教員）

嘉陽　快宗　（日 本 体 育 大）

西郷　智博　（鳥　取　県　庁）

松園　大成　（日本体育大職員）

優秀16選手決勝トーナメント

優勝・中村　泰輝

準
優
勝
　
神
﨑
　
大
河

第
３
位
　
松
園
　
大
成

　
　
　
　
オ
ド
フ
ー

突き出し

押し出し

引き落とし

突き出し

寄り倒し

突き出し

寄り切り

上手投げ

押し出し

突き倒し

押し倒し

突き出し

突き出し

叩き込み

突き出し
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ニュース　全日本相撲選手権大会

第第
3434
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会

回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会

国
技
館
で
小
学
生
が
熱
戦
を
展
開

国
技
館
で
小
学
生
が
熱
戦
を
展
開

　

全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
に
先
立
ち
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
34
回

全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
が
国
技
館
で
行
わ
れ
た
。
第
33
回
大
会
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

中
止
さ
れ
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

本
大
会
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
相
撲
連
盟
が
実
施
し
た
地
区
予
選
大
会
の
結
果
で
出
場
代
表

選
手
を
決
定
。
６
年
生
32
名
、
５
年
生
31
名
、
４
年
生
以
下
32
名
が
参
加
し
、
各
部
門
の
代

表
選
手
が
優
勝
を
争
っ
た
。

「
人
一
倍
練
習
し
て
き
た
の
で
今
日
は
自

信
を
持
っ
て
大
会
に
臨
め
ま
し
た
。
土
俵

を
使
っ
て
の
練
習
は
週
２
回
ぐ
ら
い
で
、

そ
れ
以
外
の
日
は
お
父
さ
ん
を
相
手
に
毎

日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
こ
の
１
年
間
の
成
果
が
出
せ
ま
し

た
。
お
父
さ
ん
に
恩
返
し
す
る
つ
も
り
で

土
俵
に
上
が
り
ま
し
た
。
今
日
の
相
撲
は

100
点
満
点
で
す
。

　

12
月
２
日
に
大
相
撲
の
白は

く

鵬ほ
う

関
の
事
務

所
に
行
っ
て
、
白
鵬
関
の
布
団
で
寝
る
こ

と
が
で
き
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
炎え

ん

鵬ほ
う

関
か
ら
優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
非

常
に
力
に
な
り
ま
し
た
」

「
初
の
決
勝
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
全
国
大
会
で
の
優
勝
は
な
か
っ

た
け
ど
、
今
日
は
勝
て
る
自
信
が
あ
り
ま

し
た
。今
日
の
相
撲
は
85
点
く
ら
い
。時
々

焦
っ
て
腰
が
立
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
そ
の
辺
を
修
正
し
た
い
で
す
。

　

昨
年
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
３
回
戦
で
東

京
の
熊く
ま

谷が
や

毬き
ゅ

太う
た

君
に
負
け
ま
し
た
。
今
回

は
工
夫
し
て
練
習
し
て
き
た
成
果
が
出
せ

て
リ
ベ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
１
位
と
２
位
を
倒
し
て

優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」

「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
に
は
青
森
県
か
ら

の
派
遣
が
な
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分
相
手
を
研
究
す

る
時
間
が
で
き
ま
し
た
。

　

決
勝
の
相
手
の
佐さ

さ々

木き

陽は
る

希き

君
（
秋

田
）
は
東
北
大
会
で
も
戦
い
ま
し
た
。
と

て
も
強
く
な
っ
て
い
て
、
最
後
ま
で
自
分

の
相
撲
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
日

ご
ろ
か
ら
最
後
ま
で
手
を
付
か
な
い
に
よ

う
に
練
習
し
て
き
た
お
か
げ
で
勝
て
ま
し

た
。
今
は
週
５
日
、
夕
方
か
ら
約
３
時
間

稽
古
を
し
て
い
ま
す
」

︱
︱
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
１
年
や
っ
て
き
た
こ
と
が
無
駄

で
は
な
か
っ
た
と
証
明
で
き
ま
し
た
。

ど
ん
底
を
味
わ
っ
て
相
撲
が
怖
く
な
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
頂
点
を
取

れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

前
回
大
会
で
後
輩
の
花
田
が
ア
マ
横

綱
に
、
デ
ル
ゲ
ル
バ
ヤ
ル
先
輩
が
学
生

横
綱
と
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
活
躍
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
お
め
で
と
う
と
い
う

祝
福
の
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自

分
が
結
果
を
出
せ
な
く
て
悔
し
い
気
持

ち
の
方
が
大
き
く
て
、
い
つ
か
追
い
抜

い
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

︱
︱
こ
こ
ま
で
来
る
の
に
稽
古
で
意
識
し

て
き
た
こ
と
は
。

　

こ
れ
で
い
い
や
と
い
う
自
己
満
足
だ
け

の
稽
古
に
な
っ
て
し
ま
い
、
追
い
込
む
稽

古
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
前
回
大
会
の
準
決
勝
で
川

渕
一か
ず
ま意
選
手
（
日
大
）
に
土
俵
下
ま
で
吹

っ
飛
ば
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
そ

う
い
う
経
験
が
な
く
、
初
め
て
だ
っ
た
の

で
自
分
の
中
で
精
神
的
に
か
な
り
や
ら
れ

て
屈
辱
的
な
思
い
を
し
た
こ
と
が
頭
か
ら

離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
普
段

か
ら
自
分
に
厳
し
い
稽
古
を
課
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
中
学
・
高
校
と
違
っ
て
自

分
で
ど
れ
だ
け
厳
し
く
や
れ
る
か
が
勝
負

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
の
時
の
敗
戦
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
優
勝
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

︱
︱
大
学
１
年
の
時
の
自
分
を
越
え
よ
う

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
か
？

　

１
年
で
学
生
横
綱
に
な
り
栄
光
だ
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
も
う
過
去
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
優
勝
も
年
が
明
け
れ
ば
過
去
の
栄

前
回
大
会
の
敗
戦
乗
り
越
え

前
回
大
会
の
敗
戦
乗
り
越
え
摑摑つ

か
つ
か

ん
だ
栄
冠

ん
だ
栄
冠

◎
優
勝
＝
中
村
泰
輝
参
段（
日
本
体
育
大
学
）

◎
優
勝
＝
中
村
泰
輝
参
段（
日
本
体
育
大
学
）

６年生の部

片
かたぎりきょうせい

桐恭晟
（石川県）

５年生の部

佐
さ

々
さ

木
き

久
ひさ

継
つぐ

（静岡県）

４年生以下の部

岡
おか

山
やま

裕
ゆう

弥
や

（青森県）

光
と
な
り
ま
す
が
、年
内
は
ア
マ
チ
ュ
ア
横

綱（
と
い
う
喜
び
）に
浸
り
た
い
で
す
。

︱
︱
自
分
の
武
器
に
つ
い
て
。

　

武
器
は
突
き
押
し
で
す
。
長
い
手
足

を
生
か
し
た
ス
ピ
ー
ド
相
撲
が
自
分
の

持
ち
味
で
す
。
廻ま
わ

し
を
取
る
と
何
も
で

き
ま
せ
ん
。
が
っ
ぷ
り
四
つ
の
相
撲
は

取
り
た
く
な
い
の
で
、
な
ん
と
し
て
も

距
離
を
と
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
て

勝
負
し
た
い
で
す
。
ぶ
つ
か
り
稽
古
は

チ
ー
ム
内
で
も
一
番
や
っ
て
い
る
と
い

う
自
信
が
あ
り
ま
す
。

︱
︱
柔
道
の
阿
部
詩
さ
ん
に
影
響
を
受

け
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

日
体
大
で
同
じ
学
科
に
い
て
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

同
時
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。

︱
︱
ど
ん
な
力
士
を
目
指
し
ま
す
か
。

　

将
来
は
大
相
撲
に
い
き
た
い
で
す

が
、
次
の
こ
の
大
会
を
制
し
て
、
大
学

卒
業
後
に
プ
ロ
を
目
指
す
つ
も
り
で

す
。
特
に
目
標
の
力
士
は
い
ま
せ
ん
。

唯
一
無
二
の
誰
か
ら
も
憧
れ
と
さ
れ
る

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

競技の合間には日本相撲連盟の髙芳晴元理事（右）と
円子昭浩前常務理事（代理）に相撲功労賞表彰が贈られた

佐々木（左）はわんぱく相撲の
リベンジを果たして優勝

片桐（左）は相手をよく見て
引き落としを決め優勝を果たした

国技館の前には開場を待つ大勢の観客が詰めかけた

■
各
部
門
の
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■
各
部
門
の
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

岡山（奥）は土俵際でねばり
上手投げで勝利を収めた
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ニュース　わんぱく相撲女子全国大会　

梶
原
千
愛

　

梶
原
千
愛
（
６
年
・
高
砂
）

（
６
年
・
高
砂
）

が
連
覇
達
成

が
連
覇
達
成

第
２
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

第
２
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

　

小
学
４
〜
６
年
生
に
よ
る
第
２
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会
は
２
０
２
１
年

11
月
14
日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
パ
ロ
マ
瑞
穂
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
相
撲
場
で
開

催
さ
れ
た
。

　

６
年
生
は
梶か
じ

原わ
ら

千せ

愛な

（
高
砂
・
兵
庫
）
が
高た
か

森も
り

樹じ
ゅ

里り

（
奄
美
・
鹿
児
島
）
に
首
投

げ
で
勝
利
し
、
前
回
大
会
（
２
０
１
９
年
９
月
）
の
４
年
生
優
勝
に
続
き
、
連
覇
を

達
成
し
た
。
５
年
生
は
楠く
す

田た

空そ

楽ら

（
ハ
ル
カ
ス
・
大
阪
）
が
石
井
も
も
（
東
京
Ａ
・

東
京
）を
押
し
出
し
で
破
り
涙
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
４
年
生
は
松ま
つ

田た

実み

樹き（
秋
田
県
・

秋
田
）
が
木き

原は
ら

福ふ
く

（
ハ
ル
カ
ス
・
大
阪
）
に
寄
り
倒
し
で
勝
ち
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

団
体
戦
で
は
、
各
学
年
で
安
定
し
た
力
を
発
揮
し
た
大
阪
が
優
勝
旗
を
手
に
し
た
。

　

パ
ー
ク
施
設
内
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

広
場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
は
、
高
橋
雅
大

大
会
実
行
委
員
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
前
回
大
会
優
勝
の
長
崎
チ
ー
ム
か

ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
。
続
い
て
ル
ー

ル
説
明
、
準
備
体
操
の
の
ち
会
場
を
相
撲

場
に
移
し
、
予
選
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

　

本
大
会
の
出
場
資
格
は
各
地
区
大
会

（
一
部
を
除
く
）
の
上
位
入
賞
を
果
た
し

た
４
、５
、６
年
生
の
各
１
名
の
計
３
名
。

個
人
戦
は
学
年
別
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
、
団
体
戦
は
各
選
手
の
成
績
を
点
数
で

加
算
し
、
出
場
チ
ー
ム
を
対
象
と
し
て
順

位
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
、
各
学
年
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
前
半
と

後
半
に
わ
け
、
取
組
終
了
後
に
保
護
者
と

関
係
者
を
入
れ
替
え
る
な
ど
、
徹
底
し
た

感
染
対
策
が
施
さ
れ
た
。

　

な
お
、
開
会
式
に
先
立
ち
、
公
益
社
団

法
人
浦う
ら

添そ
え

青
年
会
議
所
の
久
高
将
泰
氏
か

ら
第
３
回
大
会
を
22
年
９
月
４
日
に
沖
縄

県
で
開
催
す
る
と
発
表
が
あ
っ
た
。

６年・決勝＝梶原（手前）が土俵際で起死回生の首投げを決め、連覇を達成した

松田　実樹
（秋田県）

加藤　朱音
（静岡Ｂ）

新居莉乃愛
（浦安）

篠田　優那
（見附）

松
田

　実
樹

野島　陽和
（大分県）

木原　　福
（ハルカス）

山田　稀穂
（奄美）

井浦　まる
（新潟）

【４年・決勝】
松田実樹（左）○寄り倒し　木原福
（秋田県・秋田）　　　　　　（ハルカス・大阪）

【４年・３位決定戦】
井浦まる（右）○寄り倒し　新居莉乃愛
（新潟・新潟）� （浦安・千葉）

▽
準
決
勝

松
田　

実
樹
○
寄
り
切
り　

新
居
莉
乃
愛

木
原　
　

福
○
突
き
落
と
し　

井
浦　

ま
る

　

立
ち
合
い
松
田
が
低
い
姿
勢
か
ら
踏
み

込
む
も
新
居
が
上う

手ま

く
か
わ
す
。
そ
の

後
、
松
田
が
素
早
く
右
を
差
し
て
一
気
に

寄
り
切
り
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

　

木
原
は
立
ち
合
い
で
有
利
な
体
勢
を
作

る
も
井
浦
に
土
俵
際
ま
で
押
し
込
ま
れ

る
。
木
原
が
腰
を
落
と
し
て
耐
え
た
と
こ

ろ
で
井
浦
が
足
を
滑
ら
せ
、
木
原
が
逆
転

で
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

▽
３
位
決
定
戦

井
浦　

ま
る
○
寄
り
切
り　

新
居
莉
乃
愛

　

井
浦
が
立
ち
合
い
を
制
す
る
も
、
新
居

が
体
を
入
れ
替
え
右
を
差
し
て
有
利
な
体

勢
を
作
る
。
井
浦
は
土
俵
際
で
回
り
込

み
、
こ
れ
を
し
の
い
で
素
早
く
新
居
の
横

に
付
い
て
寄
り
倒
し
で
勝
利
し
た
。

▽
決
勝

松
田　

実
樹
○
寄
り
倒
し　

木
原　
　

福

　

両
者
低
い
体
勢
か
ら
頭
で
ぶ
つ
か
り
鈍

い
音
が
す
る
と
場
内
が
ど
よ
め
く
。
低
い

体
勢
の
ま
ま
前
に
出
る
木
原
に
対
し
、
松

田
は
木
原
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
な
が
ら
左
を

差
し
て
最
後
は
寄
り
倒
し
で
優
勝
を
決
め

た
。

　

■
４
年
生

準決勝＝松田（右）が新居を一気に寄り切る
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ニュース　わんぱく相撲女子全国大会

【６年・決勝】
梶原千愛（奥）○首投げ　高森樹里
（高砂・兵庫）　　　　　　　　（奄美・鹿児島）

【６年・３位決定戦】
奥村真惟（左）○寄り切り　富永虹子
（ハルカス・大阪）　　　　　　　　（大村・長崎）

【５年・決勝】
楠田空楽（右）○押し出し　石井もも
（ハルカス・大阪）　　　　　　（東京Ａ・東京）

【５年・３位決定戦】
今井歩夢（右）○寄り切り　青木菜南
（茨城県・茨城）　　　　　　　（静岡Ａ・静岡）

▽
準
決
勝

石
井　

も
も
○
寄
り
倒
し　

青
木　

菜
南

楠
田　

空
楽
○
押
し
出
し　

今
井　

歩
夢

　

鋭
い
立
ち
合
い
を
持
ち
味
と
す
る
石
井

と
青
木
の
両
選
手
。
青
木
が
低
い
姿
勢
か

ら
頭
で
突
っ
込
む
が
、
石
井
が
こ
れ
を
受

け
止
め
て
前
に
出
る
。
土
俵
際
、
青
木
が

粘
り
を
見
せ
た
が
最
後
は
石
井
が
体
を
預

け
る
よ
う
に
寄
り
倒
し
決
勝
進
出
を
決
め

た
。

　

楠
田
、
今
井
両
者
が
土
俵
中
央
で
激
突

す
る
。
先
に
廻ま
わ

し
に
手
が
届
い
た
の
は
今

井
。
楠
田
は
肩
越
し
に
廻
し
を
摑つ
か

む
。
今

井
は
も
ろ
差
し
で
下
か
ら
突
き
上
げ
る
よ

う
に
が
ぶ
り
寄
る
が
楠
田
は
こ
ら
え
、
反

撃
の
機
会
を
う
か
が
う
。
１
分
を
超
え
る

取
組
は
、
最
後
に
楠
田
が
土
俵
際
で
体
を

浴
び
せ
る
よ
う
に
し
て
今
井
を
押
し
出
し

て
勝
負
あ
り
。

▽
３
位
決
定
戦

今
井　

歩
夢
○
寄
り
切
り　

青
木　

菜
南

　

今
井
は
準
決
勝
の
疲
れ
を
見
せ
ず
、
得

意
の
も
ろ
差
し
か
ら
の
が
ぶ
り
寄
り
で
青

木
を
下
し
、
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

▽
決
勝

楠
田　

空
楽
○
押
し
出
し　

石
井　

も
も

　

楠
田
が
会
心
の
立
ち
合
い
を
見
せ
、
前

に
出
る
。
真
正
面
か
ら
受
け
き
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
踏
ん
だ
石
井
は
横
に
付
こ
う

と
す
る
も
、
楠
田
の
勢
い
を
止
め
ら
れ
ず

そ
の
ま
ま
土
俵
の
外
へ
。
楠
田
が
初
優
勝

を
決
め
た
。

　

■
５
年
生

▽
準
決
勝

高
森　

樹
里
○
押
し
倒
し　

奥
村　

真
惟

梶
原　

千
愛
○
上
手
出
し
投
げ　

富
永　

虹
子

　

高
森
が
一
気
に
前
に
出
て
き
た
と
こ
ろ

を
奥
村
が
横
に
変
化
す
る
。
こ
れ
に
高
森

は
落
ち
着
い
て
右
を
差
し
圧
力
を
か
け
て

さ
ら
に
前
に
出
る
と
、
奥
村
は
体
勢
を
く

ず
し
尻
を
つ
い
て
し
ま
う
。
高
森
が
決
勝

進
出
を
決
め
た
。

　

富
永
は
上
背
の
あ
る
梶
原
に
対
し
潜
る

よ
う
に
懐
へ
入
る
。
梶
原
は
こ
の
侵
入
を

組
み
止
め
て
廻
し
に
手
を
か
け
る
。
梶
原

は
富
永
が
前
に
出
て
く
る
力
を
利
用
し

て
、
上
手
出
し
投
げ
で
勝
利
し
決
勝
へ
。

▽
３
位
決
定
戦

奥
村　

真
惟
○
寄
り
切
り　

富
永　

虹
子

　

立
ち
合
い
は
互
角
。
頭
を
つ
け
て
距
離

を
と
る
奥
村
と
廻
し
を
取
り
た
い
富
永
。

奥
村
が
徐
々
に
自
分
の
形
を
作
る
。
奥
村

は
低
い
体
勢
か
ら
富
永
の
顎
に
頭
を
つ
け

寄
り
切
り
、
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

▽
決
勝

梶
原　

千
愛
○
首
投
げ　

高
森　

樹
里

　

序
盤
か
ら
高
森
が
強
烈
な
押
し
を
見
せ

梶
原
の
体
が
仰の

け
反
る
。
手
の
回
転
を
止

め
な
い
高
森
が
攻
め
立
て
る
。
梶
原
は
土

俵
際
で
粘
り
、
最
後
は
捨
て
身
の
首
投
げ

で
高
森
を
投
げ
て
勝
利
し
た
。
前
回
大
会

の
優
勝
に
続
き
、大
会
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

■
６
年
生

準決勝の楠田（奥）対
今井の対戦は１分を超える

大相撲となった

準決勝で豪快な上手出し投げを
決めた梶原（右）

宇佐見里和
（静岡C）

石井　もも
（東京A）

水上　琥珀
（東京C）

青木　菜南
（静岡A）

楠
田

　空
楽

楠田　空楽
（ハルカス）

赤松　凛來
（愛媛県）

今井　歩夢
（茨城県）

佐々木美蘭
（川崎）

奥村　真惟
（ハルカス）

田中　　結
（東京C）

福田　　光
（宇都宮）

高森　樹里
（奄美）

梶
原

　千
愛

中口　藍彩
（加賀）

富永　虹子
（大村）

梶原　千愛
（高砂）

奥田　梨央
（半田）
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ニュース　わんぱく相撲女子全国大会

「
２
０
２
０
年
９
月
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
た
本
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
無

事
に
大
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

準
備
を
進
め
る
中
で
、
緊
急
事
態
宣

言
の
発
出
、
会
場
変
更
な
ど
数
々
の
苦

難
が
あ
り
ま
し
た
。
開
催
の
是
非
を
巡

り
、
こ
れ
ま
で
総
勢
150
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
一
丸
と
な
り
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

相
撲
と
い
う
競
技
は
男
子
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、
女
子
も
全

国
各
地
に
素
晴
ら
し
い
選
手
が
大
勢
い

ま
す
。
彼
女
た
ち
の
相
撲
競
技
に
か
け

る
熱
意
を
、
こ
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
を
き

っ
か
け
に
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

　

今
後
も
こ
の
大
会
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
必
ず
し

も
メ
ジ
ャ
ー
と
は
言
え
な
い
女
子
相
撲

で
す
が
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
々
を
含
め

て
、
多
く
関
係
者
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

が
当
た
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点

か
ら
社
会
を
良
く
す
る
機
会
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

◎
会
場
運
営
担
当
者

◎
会
場
運
営
担
当
者

公益社団法人
名古屋青年会議所
岩田明子常任理事

「昔、相撲をやって
いて今も好きなの
で、プライベートで
見学に来ました。豪
快な投げ技などを見
られ、非常にレベル
が高いことに驚いて
います。
　このわんぱく相撲
をきっかけに女子の
相撲界が盛り上がる
ことを期待します」

◎
６
年
優
勝
＝
梶
原
千
愛
（
高
砂
）

「
大
会
が
開

催
さ
れ
る
か

す
ご
く
不
安

で
し
た
が
、

開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

今
日
は
優
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
試
合

を
し
て
き
ま
し
た
。
１
回
戦
か
ら
危
な
い

場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
厳
し
か
っ

た
の
は
決
勝
で
す
。
対
戦
相
手
に
押
し
込

ま
れ
る
場
面
が
あ
り
、
立
ち
合
い
で
頭
が

ぶ
つ
か
っ
て
か
ら
は
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
た

の
で
す
が
、
最
後
は
体
が
勝
手
に
反
応
し

て
く
れ
ま
し
た
。
前
回
の
優
勝
と
今
回
の

優
勝
は
同
じ
く
ら
い
嬉
し
い
で
す
け
ど
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
分
、
今
回
勝
て

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

お
父
さ
ん
が
高
砂
出
身
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
１
年
生
の
時
に
相
撲
の
大
会
を

見
て
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
２
年
生
か

ら
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
普
段
は
高
砂
の

競
技
場
に
あ
る
土
俵
で
同
級
生
や
中
学
生

の
男
子
を
相
手
に
、
土
日
の
週
２
回
、
練

習
し
て
い
ま
す
。
憧
れ
の
選
手
は
山
中
未

久
さ
ん
（
立
命
館
大
職
）
で
す
。
今
後
も

相
撲
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」

◎
４
年
優
勝
＝
松
田
実
樹
（
秋
田
県
）

「
１
年
生
の

時
、
お
父
さ

ん
に
連
れ
ら

れ
て
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に

入
り
、
相
撲
を
始
め
ま
し
た
。
秋
田
大
会

の
優
勝
経
験
は
あ
り
ま
す
が
全
国
大
会
で

の
優
勝
は
初
め
て
で
す
。
今
日
は
自
分
の

理
想
の
相
撲
が
取
れ
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し

た
。
次
の
大
会
で
も
優
勝
し
て
金
メ
ダ
ル

を
弟
に
か
け
て
あ
げ
た
い
で
す
」

◎
５
年
優
勝
＝
楠
田
空
楽
（
ハ
ル
カ
ス
）

「
テ
レ
ビ
で

女
子
相
撲
を

や
っ
て
い
る

の
を
見
て
４

年
生
か
ら
本

格
的
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
週
１
回
、

堺
相
撲
連
盟
で
、
そ
の
他
の
日
は
自
宅
で

家
族
を
相
手
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
３
年

生
の
と
き
に
参
加
し
た
大
会
で
負
け
て
そ

こ
か
ら
一
生
懸
命
練
習
を
続
け
て
や
っ
と

勝
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
は
準
決
勝
が
一
番
苦
し
い
試
合
で

し
た
が
、
勝
ち
き
る
こ
と
が
で
き
て
嬉う
れ

し

か
っ
た
で
す
」

昼食休憩にはレクリエーション広場に用意された
キッチンカーに長蛇の列ができた

解説席では世界大会２位の今
こん

日
ひよ り

和さん（中央）と
お笑い芸人のあかつさん（右）が大会を盛り上げた

団体優勝の大阪チーム

栄和人
至学館大学

レスリング部監督 子どもたちに人気のキャラクターも
大会の応援に駆けつけた

場内には家族や関係者が多く詰め掛けた

青
空
の
下
、
に
ぎ
わ
う
会
場

青
空
の
下
、
に
ぎ
わ
う
会
場

会場となったパロマ瑞穂スポーツパーク相撲場

第１回大会の６年生横綱
島袋心

しんか

海さん

「今日は沖縄代表の
後輩の応援で会場に
来ました。土俵整備
の係をやらせてもら
い、普段やってもら
っている係の人など
に少しは恩返しがで
きたかなと思います。
　これからも感謝の
気持ちを忘れずに相
撲に取り組みたいと
思います」
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